ADuC7026 
BMB いか た 


ニ つ の 統 台 開発 環境 と PLA 


ここ で は , 付属 基 板 の 活用 に 不可 欠 な ソフ トウ ェ ア 開 発 ツ ー ル 
の うち , 統合 開発 環境 の 「KEIL Development Suite for 
ARM」 と 「IAR Embedded Workbench Kickstart for 
ARM」 の 使い か た を 解説 する . 付属 CD-ROM か ら ツ ー ル を イ 
ンス トー ルレ し , ADuC7026 向け の ソフ トウ ェ ア 開 発 を 行い , 
実際 に 動作 させ る . 手順 を 具体 的 に 示す の で , 同じ よう に 操作 
すれ ば ソフ トウ ェ ア 開 発 を 体験 で きる . (編集 部 ) 


本 誌 付属 の CD-ROM に は , 米国 Analog Devices 社 の 
QuickStart Plus 開発 シス テム に 含ま れる ソフ ト ウェ アー 式 
が 収録 され て いま す . 本 稿 で は 統合 開発 環境 IDE) の セッ 
ト ア ッ プ と デバ ッ グ 方 法 , お よび PLA 設計 ツー ル ( PLA 
Tool) の 使い か た に つい て 解説 し ます . 

QuickStart Plus 開発 シス テム は , 付属 CD-ROM の soft 
\adi\ADuC702xV1.0 フ ォ ル ダ に 収録 され て いま すま 1. デ 
レク トリ 構成 を 図 1 に 示し ます . また , 本 稿 の 説明 で 使 
用 する デ ロ ジ ェ グ ト ・ ファ イル と ソー スズ ・ コ ヨー ド は 
articles\0603_a04\data フ ォ ル ダ に 収め られ て いま す . 

QuickStart Plus 開発 シス テム に は , 表 1 の よう な ツー ル 
が 収録 され て いま す . 

1) 統合 開発 環境 IDE) 

Keil Software 禄 2005 年 11 月 に 買収 され , 現在 は 英国 

ARM 社 ) の KEIL Development Suite for ARM」 注 2 と 


注 1: 本 稿 執筆 時 点 に お ける QuickStart 開発 シス テム の バー ジョ ン は 1.0 で 
ある が , まもなく アップデート 版 が 公開 され る 予定 で ある . 以下 の サ 
イト か ら ダ ウン ロー ド で きる . 

ftp://ftp.analog.com/pub/ MicroConverter/ADuc702xV1.1/ 

注 2: 動作 環境 は Windows 98/NT /2000/XP, 128M バイ ト 以上 の メイ ン ・ 
メモ リ , 30M バ イト 以上 の ハー ド ・ ディスク 容量 . 

注 3: 動作 環境 は Windows 95/98/Me/2000/XP, 128M バイ ト 以上 の メイ 
ン ・ メ モリ , 100M バ イト 以上 の ハー ド ・ デ ィ ス ク 容 量 . 

注 4: 動作 環境 は Windows 2000/XP. 

注 5: 動作 環境 は Windows 2000/XP. 


三 三 
ロ 又 ロ 


松 流 信宏 


スウ ェ ー デ ン IAR Systems 社 の IAR Embedded Work- 
bench Kickstart for ARM」 ま 3 と いう 2 種類 の 統合 開発 環境 
の 無償 評価 版 が 収録 され て いま す . また , フリ ー の ツー ル ・ 
チェ ー ン で ある GNU の GCC ARM も 収録 され て いま す . 
ニ つ の 統合 開発 環境 は いずれ も ター ゲッ ト ・ デ バイ ス と 
し て ADuC7000 シ リー ズ を サポー ト し ます . これ ら の 評価 
版 は 実質 無期 限 で 使用 で きま す が , コー ド ・ サ イズ に 制限 
が あり ます . 
2) ダウ ン ロ ー ダ 
Analog Devices 社 の ダウ ン ロ ー ダ ARMWSD ぜ 4 は , ADuC 
7026 の UART ポー ト 経由 で InteLHEX 形式 の コー ド ・ イ 
メー ジ を ダウ ン ロ ー ド する た め の ツ ー ル で す . ダウ ン ロ ー 
ド ・ ケ ー ブ ル に は 市 販 の EIA-232 RS-232-C) 用 D サ ブ 9 ピ 
・ ケ ー ブ ル が 使え ます . 
3) PLA 設 計 ツ ー ル 
PLA Tool ま 5 は プロ グラ マブ ル ・ ロ ジッ ク ・ ア レイ PLA) 
用 の GUI1 ソ フト ウェ ア で す . この ソフ トウ ェ ア は 
ADuC7000 シ リー ズ が 内 蔵 す る PLA の コン フィ グレ ー シ 


ADuC702xV1.0 凶 QuickStart 開 発 シ ステ setup.exe] 図 
FADuC702x 図 和 

Fcode 図 サン プル ・ コ ー ド 集 図 
Fdocumentation 芝 ド キュ メン ト 集 図 

Fdownload 凶 シリ アル ・ ダ ウン ロー 外 ARMWSD.exe] 図 
ト help 図 ライ ブラ リ ・ ヘ ルプ 図 


Fplatoo 剛 PLA ツ ー ル [ PLAToolexe] 較 

ー-USBDriver 較 区 
FIAR 凶 AR 社 統合 開発 環境 ewarm-ks-430a-2.exe] 図 
-Kei 了 Kei 社 統合 開発 環境 KARM242a.exe] 較 
ーSystem32 


図 1 QuickStart Plus 開発 シス テム の 内 容 
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表 1 QuickStart Plus 開発 シス テム に 収録 され る ツー ル 
ソフ ト ウェ ア 名 


ファ イル 名 機 能 ソー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ 


ーー 。 し 」、」 | * シ ミュ レー タ 
|KARM242aexe エイ プア セン フッ | JTAG ポー ト 経由 
erSIOn Valuation Ware フラ ( USBJTAG エ ミュ レー タ を 使用 ) 


* シ ミュ レー タ 
IAR Embedded Workbench ks 4302xa | エディ タ , アセ ンプ ラ ,| eJTAG ポ ー ト 経由 コン パイ ラ , リン カ , デパ バッ ガ が 
Kickstart for ARM v430A コン パイ ラ , リン カ | ( USBJTAG エ ミュ レー タ を 使用 ) | 扱え る コー ド は 32K バ イト 以下 


eUART 経由 ROM モニ タ ・ デ バッ グ 


制 限 


コン パイ ラ , リン カ , デバ ッ ガ が 
扱え る コー ド は 16K バイ ト 以下 


ARMWSD ARMWSD.exe 


PLA Tool PLATool.exe PLA 設計 ツー ル 


Setup.exe の 実行 凶 ⑥b 和 25 0 ield Wizard 


! InstalIShield Wizard Complete 
The hd Wizard has successfully 
installed ADuC702xV1.0. Before you can use the 
① LRTUIU 還 NN フフ ァァァ ヤ や a Program you must restart your computer。 


2 ノ ADuC702xV1.0 cptionally uses the Microsoft (R .NET 1.1 Framework、 Would you like to install it now?. G es T went_to restert gy Ker nowd] 


に に GCC の の mw | No, I will restart my computer later。 


disks from their ee and then 


Remove any 
click Finish to complete setup, 


人 9 履い DuC702xV1.0 - InstaIIShield Wizard 


ADuE702x Development System Yi-Q 


Je.istslIShleldR Wizard vill imstsll 

ADuC702xV1.0 on your computer. To cont inue。 

click Next. 

(9 DuC702xV1.0 - InstalIShield Wizard 1| 


Tools installstion option (recommanded) 2 


Setup can automstical lly install Keil tools and/or IAR Embedded Workbench。 
Select the tools to be instsll i UP・ 


チェ ッ ク を 隊 「 5 T went to instsiT Keil Wisior3 tooll 
外す 較 「 Yes, 1 want to install IAR Embedded Workbench for ARM EWARM 


人 6 い DuC702xV1.0 - jnstalIShield Wigard 選 | 


License Agreement 
Please resd the following license agreetnent 
csrefully. 


DEVICES, INC. SOFTWARE LICENSE 


08 1 as legal document between You (either an individual or an 
zed representative of a legal entity) snd Analog Devices, Inc. 


Pe THE ENPAMG FTWMRE YOU 420 EDGE OHR AGREE (《 上 上 い DuC702xV1.0 - nstallShield Wizard 本 | 
1 ERMS SOFTWARE SHOULD Choose Destination Location 
RTAL HE SUFTWARE WITHDUT OBTAINING PROYAL OF THIS AGREEMENT FROM Select folder where setup will install files. 
二 き MO neeiWgmeeds 征 思う 3 テー HH 5. 「 
2| setup will instsll ADMC702xW1.0 in the following folder。 
| チェ ッ ク 上 GL accept the terms of the license agreement EN this MO KS Te 08 to a different 


(| 1 do not accept the terms of the license agreewent 


si 


-Destination Folder | 


2 ユー ティ リティ の イン スト 一 ル 手 順 
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ョ ン を マウ ス 操 作 だ け で 行う こと が で きま す . 

この ソフ トウ ェ ア は アセ ンプ ブリ 言語 また は C 言 語 の ソー 
ス ・ コ ー ド を 生成 し ます . 生成 され た ソー ス ・ コ ー ド を 
IDE の プロ ジェ クト に コピ ー し て 使い ます . 


1. ユー ティ リティ の イン スト ー ル 


梓 の に コー ティ リティ ソフ ト ウエ ア と サシ プル. ヨー 
ド , ADuC7000 シ リー ズ の ド キュ メン ト な ど を イン スト ー 
ル し ます . 図 2 に セッ ト アッ プ の 手順 を 示し ます . 

付属 CD-ROM の soft\adi\ADuC702xV1.0 フ ォ ル ダ に 
ある setup.exe を ダブ ルク リッ ク し , セッ ト アッ プ ・ プ ロ 
グラ ム を 実行 し ます . 

米国 Microsoft 社 の .NET Framework が イン スト 一 ル さ 
れ て いな い 場 合 は , 図 2 の ① の メッ セー ジ が 表示 され ます . 
これ は PLA Tool ラ ンタ イム ・ エ ンジ ン と し て 使わ れる の 
で , [| は Y)」] ボ タン を クリ ッ ク し て イン スト ー ル し ます . 
すでに .NET Framework が イン スト 一 ル さ れ て いる 場合 は 
何 も 表示 され ませ ん . 

ADuC702xV1.0 の イン スト 一 ラ が 起動 し た ら , まず は 
[ Next >] ボタ ン を クリ ッ ク し まず 図 2 の ②). する と , 
ライ セン ス 契 約 License Agreement) の 画面 が 表示 され 


KARM242a.EXE の 実行 較 


IMPORTANT-READ THIS AGREEMENT CAREFULLY 


LICENSE AGREEMENT (either 
HERHBEHBHS22oCCHON 
UNION re, the associatd media, any printed <| 


図 3 KEIL Development Suite for ARM の イン スト 一 ル 手 順 


| 


ます . 内 容 を 確認 し ,「 1 accept the terms of the license 
agreement」 を 選ん だ うえ で , [ Next >] ボ タン を クリ ッ ク 
し まず 図 2 の ③). 

Choose Destination Location 画面 で は , イン スト ー 
ル 先 ディ レク トリ を 指定 し ます . ここ で は デフ ォ ル ト ( C: 
\ADuC702x\) の まま [ Next >] ボタ ン を クリ ッ ク し ま 
ず 図 2 の ④). 

Tools installation option 画面 で は , イン スト ー ル する ツ 
ー ル の 選択 を 行い ます . 本 稿 で は ツー ル の イン スト 一 ル は 
後 で 行い ます の で , チェ ッ ク を 外し て か ら [ Next >] ボタ 
ン を クリ ッ ク し まず 図 2 の ⑤). 


ユー ティ リティ 類 の イン スト 一 ル は ここ で 終わ り で す . 


[ Finish] ボタ ン を クリ ッ ク し , コン ピュ ー タ を 再起 動 し ます . 

イン スト ー ル が 完了 する と , C\ADuC702x フォ ル ダ に サ 
ンプ ル ・ コ ー ド 集 , ド キュ メン ト , ARMWSD, PLA Tool 
が イン スト 一 ル さ れ ま す . 以後 , ARMWSD と PLA Tool 
は , Windows の スタ ー ト 」 メ ニュ ー か ら 「 すべ て の プロ グ 
ラム 」 ゴ ADuC702x」 で 起動 で きる よう に な り ま す . 


2. KEIL Development Suite の 使い か た 


ここ で は 統合 開発 環境 ぴ が KEIL Development Suite 
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for ARM」 の 使い か た を 解説 し ます . ツー ル の イン スト 一 
ル を 行っ た 後 , ソフ トウ ェ ア を C 言 語 で 記述 し , ユ コンパ 
イル お よび ビル ド し ます . コン パイ ル し た プロ グラ ム は 
ARMWSD を 使っ て 付属 基板 に ダウ ン ロ ー ド し, 実 動作 
を 確認 し ます . 


人 MVZ /vsiona 還 還 還 還 還 還 還 和 W { 
Eile Edt View |Project| Debug Flash Peripherals Toos window Hep 
白馬 5 自 ・」 


と + 人 | 名 


Jmport Vision1 Project- 
Open Project- 
て > 導 K】 邊 2) の < 


ぬ 還 所 


1 C\ADuC702xWcode*keil code examples\Keil Tools\MiscWblink.Uv2 


U 


gag こ WW 


保存 する 場所 ⑩ | 詞 LED 加 | ゃ 回 許 国 " 
アル EDa2 


プイ [gojsctFiesew② の 。  、 選 > 
ル の 種類 Q①。 [Project Fies euw の キャ ン セ ル 旧 


ADuC7026 を 選択 較 


9 の 久 ーー ヲ 


、 シ Copy ADuC702x Startup Code to Project Fokder and Add File to Project 7 


074 い リ 


図 4 KEIL Development Suite for ARM の プロ ジェ クト の 作成 手順 
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シミ ュ レ ー タ を 選択 抽 


II デデデ 史 


Device | Teet | Output | Listing C |Asm | LAlocate| LA Misc | Debug | Utilities | 


で I " ビ gvi マ I 


Device | Target Output | Listng|C | Asm | LAlocate | LA Misc | Debug | UNiltes | 


co 
ロ HEX フ ァイル を 上 
| | 選択 較 


る イン スト ー ル 

KEIL Development Suite for ARM の イン スト ー ル 手順 
を 図 3 に 示し ます . 

まず , 付属 CD-ROM の soft\adi\ADuC702xV1.0\Keil 
フォ ル ダ に ある KARM242a.EXE を 起動 し ます . セッ ト ア 
ッ プ 画面 が 表示 され る の Next >>] ボタ ン を クリ ッ ク し 


(II ビッ WE ニ 


Device | Tereet | Outpt | Uisting | C | Asm | LA Locate | LA Misc Debue | Umiles | 


で Is Simulstod Setinws | C use [Roierscsprvw | seemes | 
「 Limit Speed to Rea-Time 過 | 
load Application at Stertup レ Run tp man0 | レ load Application st Startup 「 Run te man0 
jnitialigation File: jnitialization File 
引 _gw nl 昭三 到 因 
Restore Debug Session Settings 一 ーーーー | Restore Debug Session Settings 
Beakpomes レ Teobox | Beakpone ドレ Teobox 
Watchpomts & PA | | Weheome 
ルレ Memory Display | レ Memory Displsy 
CPU DLE Parameter: | Driver DLL Parameter: 
隊 ReotL IDT | EARMDLL [CADuG7 
| 
Disloe DLL Parameter: 、Dialoe DLL Parameter: 
IDARMADDLL  [pADuG7026 | [iRRMADDLL  FpADuC7026 


MsdBewepkED 

(で Create Executable: LED _ 本 5 sg ョ 

ドレ Debue jnformation レ Browss jnformation 

レ EsssHExFi HEXfomstlnecGs 選 swel gm 

選 oseel 

Create Library: \LEDLIB 「 Create Batch File 
_After Make- 

Bep Men Comke 「 stDaueere 

に RRBSSaSH 着 |"”"”"”~" "っ 上 還 B5 
T Rnuspowam 彩 | > つ っ ー、、、、、 Bews 


OK | キャ ン セル | Defaults 人 ルプ 


付記 ARM 基 板 を 1 
特集 め の 0 あり 7D 


まず 図 3 の ①). 

License Agreement 画面 が 表示 され ます . 内 容 を 確認 の 
うえ ,「 Iagree to all the terms of the preceding License 
チェ ッ ク を 入れ , [ Next >>] ボタ ン を クリ 
ッ ク し まず 図 3 の ②). 

Folder Selection 画面 で は , イン スト ー ル 先 デ ィ レ クト 
リ を 指定 し ます . ここ で は デフ ォ ル ト の C\ ぎ Keil の まま 
[ Next >>」 ボ タン を クリ ッ ク し まず 図 3 の ③). 

最後 に , ユー ザ 情 報 を 入力 し て Next >>] ボタ ン を クリ 
ッ ク す る と , イン スト ー ル は 完了 で ボ 図 3 の ④). 


Agreement」 に 


信 プロ ジェ クト の 作成 

Windows の スタ ー ト 」 メ ニュ ー か ら 「 すべ て の プロ グラ 
ム 」 ゴ Keil uVision3」 を 選択 し ます . 

まず , 設計 デー タ を 管理 する た め の プ ロジ ェクト を 作成 
し ます . 統合 開発 環境 で は , ター ゲッ ト ・ デ バイ ス の 選定 , 
ジー ス ・ コー ド 。 オ アジ ショ クト ・ ファ イル 人 など を プロ ジェ 
クト と いう 単位 で 管理 し ます . 手順 を 図 4 に 示し ます . 新 
規 プ ロジ ェクト の 作成 で は , 「 Project」 New Project」 を 
選択 し まず 図 4 の ①). 

プロ ジェ クト の 保存 先 を 指定 し ます . 先ほど 用 意 し た 


C:\ADuC702x\Code\DWM_ADuC7026_ コ ー ド \LED 
点滅 と いう フォ ル ダ を プロ ジェ クト の 保存 先 に し ます . プ 
ロジ ェクト 名 を | LED.uv2」 と し て , [ 保 共 S)] ボタ ン を ク 
リッ ク し まず 図 4 の ②). 

デバ イス 選択 の 画面 が 表示 され ます .「 Analog Devices」 
の 下 に ある | ADuC7026」 を 選択 し ,[ OK] ボ タン を クリ ッ 
ク し まず 図 4 の ③). Vision8 は , この デバ イス ・ デー 
タ を も と に スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル を 自動 生成 し ます . 

スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル を プロ ジェ クト に 追加 する か 
どう か を 聞か れる の で , [| は い Y)] ボ タン を クリ ッ ク し ま 
ず 図 4 の ④). 

「 Project」 ゴ Options for Targef Target1"」 を 選択 す 


⑯ ソー ス ・ コ ー ド の 準備 

最初 に , 作業 用 の フォ ル ダ を 用 意 し ます . Windows の 
エク スプ ロー ラ で 作業 フォ ル ダ を 作成 し て くだ さい . ここ 
で は , CADuC702z\code を 作業 フォ ル ダ と し ます . 
作業 フォ ル ダ に , ソフ トウ ェ ア の ソー ス ・ コ ー ド を 用 意 
し ます . 統合 開発 環境 を 使っ て ソー ス ・ コ ー ド を 作成 で き 
ます . 今回 は 手間 を 省く た め , あら か じ め 用 意 さ れ て いる 
ソー ス ・ コー ド を 使用 し ます . 付属 CD-ROM の articles 
\0603_a04\data フ ォ ル ダ に 収め られ て いる DWM_ADuC 
7026 ユー ド と いう フォ ル ダ を , フォ ル ダ ご と 作業 フォ ル 
気 C\ADuC702x\code) に コピ ー し ます . 


JTAG エミュレータ mlDAS-Link」 に つい て 


ROM モニ タ を 使っ た 実機 に お ける ソー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ の 問 
題 と し て , ROM モニ タ が ター ゲッ ト の リソー ス を 使う 点 が あり ます . 
モニ タ ・ プ ログ ラム が フラ ッシュ ・ メ モリ の 一 部 と UART ポー ト を 
占有 し て し まう た め , デバ ッ グ 中 は これ ら を ユー ザ ・ ア プリ ケー ショ 
ン で 使う こと が で きま せん . 

ARM7TDMI コ ア は , デバ ッ グ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス ・ モ ジュ ー ル を 
搭載 し て いま す . JTAG を 使う こと に より , デバ イス を ボー ド に 実装 
し た 状態 , か つ 実 速度 で プロ グラ ム を 実行 し , デバ ッ グ を 行え ます . = 
デバ ッ グ に は JTAG イン ター フェ ー ス 専用 の ピン を 使う た め , ユー 疹 
ザ ・ プ ログ ラム は ADuC7026 の すべ て の リソー ス を 利用 で きま す . 

QuickStart Plus 開発 シ ステ ム に は , JTAG エミ ュ レ ー タ と し て 
「 mIDAS-Link」 が 付属 し まず 写真 人) これ は ドイ ツ Segger Micro- 
controler Systeme 社 http://www.segger.com/ ) の JLINK と 同じ 
も の で す . デバ ッ グ ・ ホ スト の パソ コン に は USB で 接続 し ます . 
「 mIDAS-Link」 は , 本 稿 で 紹介 し ガ Vision3」 サ IAR Embedded 
Workbench」 に 加え て , ARM 社 の RealView」,「 ADS」 な どの RDI 
準拠 の デバ ッ グ ・ ホ スト に も 対応 し て いま す . 

な お , Analog Devices 社 か ら 「 mIDAS-LINK」 を 付属 し た Quick 


Start Plus 開 発 シ ステ ム が Design Wave Magazine 読者 キャ ン ペ ー ン 
価格 で 提供 され ます . 詳細 は 本 誌 の 広告 ペー ジ を ご 参照 くだ さい . 


< % | 


写真 A QuickStart Plus 開発 シス テム に 付属 の JTAG エミ ュ レ ー タ 
左 が JTAG エミュレータ の mlDAS-Link」. 右 は QuickStart Plus 開発 シス テ 


ム に 付属 の ボー ド . 
が 付属 する . 


ほか に , 電源 や シリ アル ・ ダ ウン ロー ド ・ ケ ー ブ ル な ど 
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(DTITPO 環 II ⑥ssee 


ここ に マウ ス ・ 図 
カー ソル を 当て て 峰 一 
右 ク リッ ク 較 

Project Workspace. 
ウィ ンド ウ 図 


Fe EN yew Popct Dbug Fsh Perphes Tools SVCS Mndow Hep jmoon gVeint Pe 
伯 ほ 品 の |! 上 | つ Cm ぼく ィ % る % 績 "ーー eee 


blo。 "mn 信 9 回 回 3 に 衣 -| 

重 Components. Envronment Books- 

NODA Te 
@ ite 

ee Ta 


較 Bebuid all tyeet fies 
ま Translate CWADuC702xWcode\DWM_ADuC7026 コー ド \LED 点 減 wLEDc 
議 | Sp buid 


1 C\ADuC702xwcode\DWM_ADuC7026 コー ド *LED 点 滅 wLEDuv2 
2 C\ADuC702xwcodewkeil code examples\Keil Tools\Misc*blink.Uy2 


Output Window 


90 


2 


国 Buid tareet F7 
回 Bebuild all tareet files 


加 | 1 CADuC702xWcode\DWM_ADuC7026 コー ド \LED 点 減 WLEDuv2 
2 CWADuO702xwcodewkeil code examples\Keil Tools\Miscwblink.Uv2 


EIDTTTPTTTTTTTTTTTTTYTTrTrrrrrrrrrrrrrrnrrrnrrr 
デザ イン ウェ ー ブ マ ガ ジ ン ADuC7026 ボ ー ド オン ポー ド LED (01) 吉 減 デモ 


回 
03 
04 | Boild By KEIL uVISIONS 
5 | | ETEIEUHHSHHEEIIITIUISSESTTIGS3IE37A 


牙 Winclude <ADuC7026.H> // ADuC7026 レジ スタ 定例 ファ イル 
09 思 int main (void)[ 

int 店 
GP4DAT = 0x80000000: 
while (1) 


{ 
4DAT “= 0x00640000: // P4.7 才 反転 
for(i=0ii<100000: は 4) 人 ): // ディ レイ 


7/ P4.7 寺 出力 に 束 定 , "0'′ を 出力 


図 5 

KEIL Development Suite for ARM の プロ ジェ クト 

へ の ソー ス ・ フ ァイル の 登録 と コン パイ ル 手 順 ③ 層 

る と , オプ ショ ン 設 定 画面 が 表示 され ます . Output タブ Interface Driver」 を 選択 する . この 場合 , JTAG エミ ュ レ 
を クリ ッ ク し ,「 Create HEX File」 に チェ ッ ク を 入れ ます . ー タ が 別途 必要 ). これ で オプ ショ ン の 設定 は 終わ り で す . 


HEX フ ァイル は ダウ ン ロ ー ダ で 使用 する ファ イル 形式 で す [ OK] ボ タン を クリ ッ ク し て オプ ショ ン 画 面 を 終了 し ます . 
( 図 4 の ⑤). また , ソー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ を 行う 場合 


は , C タ ブ に ある 「 Code Optimization」 の Level」 を 下げ て 代 ソー ス ・ フ ァイル の 登録 と コン パイ ル 

お く と トレ ー ス し や すく な り ま ポポ 図 4 の ⑥). 次 に , Debug 作成 し た プロ ジェ クト に ソー ス ・ コ ー ド を 登録 し , コン 
タブ を 選択 し , デバ ッ グ の 方 法 を 指定 し まず 図 4 の ⑦). パイ ル を 行い ます . 手順 を 図 5 に 示し ます . 

ここ で は , シュ ミレ ー タ を 使う 「 Use Simulator」 を 選択 し ソー ス ・ フ ァイル を プロ ジェ クト に 追加 する た め に は , 
て くだ さい な お , デバ ッ グ を 実機 で 行う 場合 ば Use RDI Project Workspace ウ ィ ン ド ウ の Target 1」 の 下 に ある 
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Fle EdR View Project Debug Flash Perpherals Tools SVCS Wndow Hep 
賠 層 回 全 ! 申 忠 | の ご | まま る ん % 和 スス あ 呈 ーーー * 
+ ャ っ @ 呈 |@ |[ 回 同 きぬ 陣 柄 

| 中 折 Iaosl1 mi 


Tareet 1 自 CWADoC702xWcodeWDRREMEOSREEEEEE 
日 詞 Source Group 1 2 


se 


「 邊 | 言 |Im|O| 理 | 


ォ ル ト CD= 1 


還 昌 A3 target 'Target 1' 
1inki 


ro -Size: data=1168 onet=16 code=364 
8 Creating hex file from 
必 | "LED" - 0 Error(s)。 D 3。 


G| 4 LINBwiid 人 Command A FndinFiez / 
For Hep. press FI 


図 6 スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル 


「 Source Group 1」 の 文字 の 上 に マウ ス ・ カ ー ソ ル を 当て , 
ここ で 右 ク リッ ク し て 表示 され る メニ ュー か ら 「 Add Files 
to Group Source Group 1」 を 選択 し まず 図 5 の ①). 

ファ イル 選択 画面 が 表示 され ます . 作業 フォ ル ダ に ある 
LED.c フ ァイル を 選択 し ,[ Add] ボタ ン を クリ ッ ク し , そ 
の 徹 Close] ボタ ン を クリ ッ ク し まず 図 5 の ②). 

プロ ジェ クト に 登録 され て いる ソー ス ・ フ ァイル は 
Prgect Workspace ウ ィ ン ド ウ に ツリ ー 表 示さ れ ま す . 
LED.c が 表示 され て いる か どう か を 確認 し て くだ さい . 
Prgiect Workspace ウ ィ ン ド ウ の LEDc を ダブ ルク リッ ク す 
る と , LEDc の ソー ス ・ コ ー ド が 表示 され まず 図 5 の ③). 
この コー ド は , 付属 基板 の LE D1) を 点 減 させ る も の で す . 

LED.c を コン パイ ル し ます . Project Workspace ウ ィ ン 
ドウ の LED.c を クリ ッ ク し て 選択 し た 後 ,「 Project」 つ 

「 Translate …」 を 選択 し まず 図 5 の ④). これ で コン パイ 
ル が 始ま り ま す . エラ ー が な けれ ば , Output Window に 

「 0Erro s), 0 Warnin き s)」 と 表示 され ます . 

次 に , ダウ ン ロ ー ド する ROM イ メー ジ を 作成 し ます . 

「 Project」 ゴ Build Target」 を 選択 し て , ビル ド を 実行 し 
まず 図 5 の ⑤). ビル ド する と Output Window に プロ グ 
ラム ・ サ イズ が 表示 され , 作業 フォ ル ダ に InteLHex 形式 
の ROM イ メー ジ LED.hex ) が 作成 され ま す . 

ビル ド の 際 に , 必要 に 応じ て スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル 


Smstn 。 。。 。 | ん 10 ク 0 ク 〔{〔 つ tnt、4ーj| NUMI | RW2 


14 


図 7 ソフ トウ ェ ア の デバ イス へ の 書き 込み 手順 


設定 を 変更 し ます . スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル startup.s) 
は , スタ ッ ク ・ サ イズ や CPU クロ ッ ク を 設定 し ます . こ 
れ は , Project Workspace の startup.s」 を ダブ ルク リッ ク 
する と 表示 され ます . スタ ー ト アッ プ ・ フ ァイル は テキ 
スト で 直接 変更 する こと が で きま す が , Configuration 
Wizard タ ブ を 選ぶ と GUI が 利用 で きま す .「 CPU Clock 
Divider」 の 設定 が デフ ォ ル ト の CD= テ 1 に 設定 22MHz 動 
作 ) さ れ て いる こと が 確認 で きま 図 6). 


⑯ ソフ トウ ェ ア の デバ イス へ の 書き 込み 

生成 され た ROM イ メー ジ の ダウ ン ロ ー ド を 行い ます . 
手順 を 図 7 に 示し ます . 

Windows の スタ ー ト 」 か ら 「 すべ て の プロ グラ ム 」 つ 
「 ADuC702x」 ゴ ARMWSD」 を 選択 し , ARMWSD を 起 
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有 ま YA 026 コー ド RWLED 点 江 WLEDc 
ド .4 Sp build 


| 1 C\ADuC702xWcode\DWM_ADuC7026 コー ド \LED 点 減 WLEDuv2 


。 2CWADuC702xWcode 弥 eil code examples\Keil Tools\Misc\blink.Uv2 


Minclude"stdio.h" 
9 unsigned char t1_tick = 0: 


12 -/* り 込 み ハ ンド ラ */ 
aid 1 SH --irqt 


14 
15 fatRi 3 // T fa 
16 |, 


18/w A-D 換 ルー チン w 


AD60N = 
while( IiADCSTA) 
rafurn(ADFDAT>>1R ): 


ETTTTTTTTTYTTT 

デザ イン ウェ ー プ マガ ジン ADuC7026 ボ ー ド 電圧 計 デ モ 

了 19 1 販 A KEIL uVISION3 プ Required filei serial.c 
THTUUHTTHEIEEIH 


Winclude <ADuC7026.h> // ADuC7026 レジ スタ 
// シリ アル 1!/0 ラ イブ 


た 5 補 光 。 - ソフトウェア トリ ガ , シン グル エン ドモ ー| 


生玉 聞 / 
1 ン 
ラリ 


図 8 KEIL Development Suite for ARM に よる ソー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ の 手順 


動 し ます . ARMWSD の Browse] ボタ ン を クリ ッ ク し , 
ダウ ン ロ ー ド する HEX フ ァイル を 選び ます . ビル ド で 作 
成 さ れる HEX フ ァイル は , 作業 フォ ル 包 ここ で は , C\ 
ADuC702x\Code\DWM_ADuC7026_ コ ー ド \LED 点 
減 ) に 保存 され まず 図 7 の ①). 

本 誌 付属 基板 に 電源 を 入れ , パソ コン と シリ アル ・ ケ ー 
ブル で 接続 し まず 図 7 の ②) 

ADuC7026 を ダウ ン ロ ー ド ・ モ ー ド に 設定 し ます . 設定 
方 法 は BM ブー ト モー ド ) を " L" に し た 状態 で リ セット を 
か け ま す . 本 誌 付属 基板 で は スイ ッ チ SW2 を 押し た まま 
の 状態 で , スイ ッ チ SW1 を 押し て 離し , その 後 ス イッ チ 
SW2 を 離す と いう 手順 に な り ま す . 
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ADuC7026 を ダウ ン ロ ー ド ・ モード に 設定 し た 後 , 
ARMWSD の | Start] ボタ ン を クリ ッ ク す る と , ダウ ン ロ 
ー ド が 開始 され まず 図 7 の ③). ダウ ン ロ ー ド 終了 後 , ! 
セッ ト ( SW1) を か ける と プロ グラ ム が 実行 され , オン ボー 
ド の LED が 点 減 動作 し ます . 

最後 に , Vision3 の 画面 す Progject」 ゴ Close Project」 
を 選択 し , プロ ジェ クト を 終了 し ます . 


⑯ ソー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ 

Vision3 で は , JTAG 経由 また は シミ ュ レ ー タ に よる ソ 
ー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ を 行う こと が で きま す . TAG 経 
由 の デバ ッ グ に は JTAG エミ ュ レ ー 侯 mIDAS-Link な ど ) 


「 View」 メ ニュ ー 較 
View| Project Debug Flash Peripherak 
し | Stats Br 
妥 = = し] Eie Teobar 
// Pi と 1.! を UART に 計 定 rr ae 
es 人 


= 0x80000000: 
LE3IH 


P4| 
GPCON = 


COMCONO = 0x080: 
COMDIVO = 0x088: 
COMDIV1 = 0x000i 
COMCONO = 0x007i 


// ボー レー ト を 9600bps に 六 


: FEF2FOOD 
Inxnn080268: FOO0491D 
nxD008026C: A900FD2F 回 Poject Wndow 
xD00B0270: ABD1600B 還 out wmdow 
0Dx000B0274: 1CO17800 ) 
0x0008027B: AAO0481A U Sovrcs Broweer 
xD00B027C: FOOO6812 
0x00080280: A801FB3B 
px00080284: 31017801 
Ipx00080288: 4A177001 
Inx000B028C: 68014807 


// 8 ビット ワー ド ,. パリ ティ 


0x01 
ADCCOM ド 20: 


TILD = は 
TICON = 

IROEN = 6290608006: 
printf("wnADuC702x Voltage MonitorwnData# / Volt[V]\ 


while 


// use internal 2.5Y refer 


// power up ADC 


ロ VI り 78097 7 


HL 
7 Timerl の 1N6 制 り 込 み ま を イ 


(⑪){ 
if(t1 0 
volt = 
MHR な WM 7 4f ViWr。 count 。 volt): 


Unt キ 5 
GP4DAT “= 0x00800000: 
t1_tick =0: 


R13 G⑤P) Ox000103f4 
DOx0008034f 


// P4.7 (LED D1〉) # 


MM NZdemo - ホ 8 - 
CApCnoxxcoietD90EADE Fle EK Vew Proct Dsbug Flash Ferpheral| Tools SVCS Wndow He レス 
… | 肖 必 回 厚 % 画 息 | 6 ご 拓 eu 次 
ene 2 所 村人 やずや ) ゆ 謙 EvemslMenmoy erees 
計 | 600:et は 培 法科 PD02 ノ 0.0000[V] PS2I30S9CONeGCo090 ジ 
929 と Pl.1 を nnn3 ン ノロ.nono[V] System Convol 
詳 60M9N : 02080: // ボー レー ト を 960 jrtemupt Contoller 貫 
8| 660e 005: /se ッ トワ ー ド 。 症 | 実 徹 Run) す る ご と に 較 | m wwei hwpoee npwOuex 昌 | < 
較 2mmo 較 クツ my れる 5 neta 
6 TLDE 1275 // ! 秒 に 設定 4179 癌 Three-Phase PWM 
日 1R9EN ・ 0200800008: の 00 抽 り | RS Proerammable Logic Aray 
9 printf("\nADuC702x Voltage MonitorWnData# / 層 iees CeArwo タ 
敵 の MTP ト っ ピ p Digital/Analog Converter 
RI1 Comparator 
RIZ Power Supply Monitor 
Flssh/EE Memory 
Ti60N - 0xpF 
TROFN = my 自前 和 上谷 ・ 
が 必要 で す . ここ で は シミ ュ レ ー タ を 使っ て デバ ッ グ を 実 
行 し ます . 説明 の た め , ここ で は あら か じ め 用 意 さ れ た プ 
ロジ ェクト を 使い , デバ ッ ガ の シリ アル 通信 モニ タ と ロジ の 下 に ある mainc を ダブ ルク リッ ク す る と , ター ゲッ ト の 
ッ ク ・ ア ナラ イザ で 動作 を 確認 し ます . 図 8 に 手順 を 示し コー ド が 表示 され まず 図 8 の ③).「 Prgject」 ゴ Build 
ます . Target」 で プロ ジェ クト を ビル ド し ます . 
1) プロ ジェ クト の 用 意 2) ブレ ー ク ポイ ント の 設定 と ステ ッ プ 実行 
まず , あら か じ め 用 意 し て ある プロ ジェ クト を 開き ます . 次 に ,「 Debug」 ゴ Start/Stop Debug Session」 で デバ 
プロ ジェ クト を 開く に ば Prgject」 二 Open Progject」 を 選 ッ グ ・ セ ッ シ ョ ン を 開始 し まず 図 8 の ④). ここ で 評価 バ 
択 し まず 図 8 の ①). ー ジ ョ ン で ある メッ セー ジ が 表示 され ます . エラ ー で は あ 
プロ ジェ クト ・ フ ァイル 拡張 子 uv2) を 指定 する 画面 が り ま せん の で , [ OK] ボ タン を クリ ッ ク し まず 図 8 の ⑤). 
表示 され る の で , C:\ADuC702x\code\DWM_ADuC ソー ス ・ コ ー ド の 行 番号 の 左側 を ダブ ルク リッ ク す る こ 
7026 コー ド \ ギ デジ タル 電圧 計 フ ォ ル ダ に ある demo.Uv2 と で ブレ ー ク ポイ ント を 設定 で きま 図 8 の ⑥,「 Debug」 
を 選択 し , [ 開く ] ボタ ン を クリ ッ ク し まず 図 8 の ②). 二 Insert/Remove Breakpoint」 を 選択 し て も よい ). プロ 
Project Workspace ウ ィ ン ド ウ に ソー ス ・ コ ー ド の 一 覧 グラ ム は ,「 Debug」 メ ニュ ー か ら ど Run」 や サ Step」 な ど を 選 
が 表示 され て いる こと を 確認 し ます .「 Source Group 1」 択 す る こと で 実行 で きま す . ツー ル ・ バ ー の アイ コン 還 
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⑨ =I ロ | 


File EdN View Project Debug Flssh Peripherals Tools SVCS Window Hep 


名 翠 回 厚遇 直ら | 琴 宣 くる % え ああ 中 に ーーー ーー 内 お ポ | ゃ っ @ 乱 回 | 回 同 旬 阿 画 


候 @@ 下 の で | や 村 3 皿 局 学 細口 世 可 唱 み 
Project Workspace EE。 提 = 
に 朱 ーー 提 C\ADuC702xWoode\DWM ADuGII: 
ー 26 曰 /* msin 関 替 * 
Pear 22 コ int main (veid)[ 
出 区 
RS - ADC Contol 58 ーADC Channel Selection 
RM ApoooN oo PA に セー 
R6 IMode: |Single Ended 円 CO hp 0 
Type Enels SwConverssn >| 
R9 Cleck: |fADC 
ーー デー 双 RI fcmistorzcks | ーー 
RI 「 Enable ADCBUSY Pn 
Ri QRD DO Setes -ADG De 
R15 (⑪C) ADCST px00 「 ADC Busy E 
遇 -CPSR 
員 -SPSR ADCOalibration ADC Reset 
田 - User/Sys.- ADCOF [px0000 DCGN [px0000 Epx00 
田 Fast jnterru- SR ーー 中 ーー かー AR 
還 Interupt Analog jnputs 
中 PVR ADCOi250000 ADC1:IQ000000 。 ADC2IOOO0000 。 ADC3IQ000000 
Jodefoed (人 計 hoom ADC5:Ip000000 ADC6:IQOOO00O ADC7OOO000 
「 View」 つ 「 Logic Analyzer Window」 凶 自 時 |] 5 anー mpー 20 ーー 
を 選択 し .「 Setup」 を クリ ッ ク し We ADC13: ADC14: ADC15: 
し 凶 | - ApcN DOmroo Trcj 因 


ASSTGN BreakDisable BreakEnable BreakKi1] BreakList BreakSet BreakAccesS COVERAGE DEFINE DIR 回 
ls に EL Acemmand 人 FndinFies / * 2 
Ready Simulation IM: 345027052 sec | INUM「 | IRMW 
1.25V を 入力 図 
(Wscuoptocecanpzer 0W0RCOCKaMaNai コ 3 ご 〇 etup Logic cctup toeic Anolyzer 。 で ピ ニ ミミ 
|Current logic Analyzer Signals: ⑪ 回 応 
IMmn Time: _Max Tme Zoom: 9 
mm ms []eal ml = 
Snal Displsy ニコ | Pe | 
| Displsy Type: ER | FFFFFFFF 
er 同 還 本 還 :]" 
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図 8 KEIL Development Suite for ARM に よる ソー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ の 手順 つづ き ) 


Simulation 


I: Q00000000 sec | 「_ MM [| RW 


や 壮 な ど ) を クリ ッ ク し て も 実行 し ます . 

また ,「 View」 メ ニュ ー か ら , Memory ウィ ンド 搭載 
する フラ ッシュ ・ メ モリ と RAM の 値 を 見 る こと が で きる . 
直接 , 値 を 書き 換え られ る ) や Watches ウ ィ ン ド ツ 変数 
や ネス ト さ れ た 関数 呼び 出し の 状態 を 見 る こと が で きる . 
直接 , 値 を 書き 換え られ る ) を 呼び 出せ ます . 
Vision3 の デバ ッ ガ に は , シリ アル 通信 の ター ミナ ル 機 
能 が あり ます .「 View」 ゴ Serial Window #1」 を 選択 する 
と , UART の 通信 デー タ を 表示 で きま ず 図 8 の ⑦). まだ 
AD コン バー タ の 入力 デー タ を 準備 し て いな いた め , 変換 
結果 は OV で す . 
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3) デバ イス 専用 GUI に よる デバ ッ グ 
ADuC7026 が 内 蔵 する 周辺 1/O 〇 は , メモ リ に マ 
され て いる の で , メモ リ ・ ウ ィ ン ド ウ か ら そ の 状 】 
こと が で きま す . また , 
画 
「 Peripherals」 か ら 呼び 出し ます . 


ッ ピ ング 
態 を 見 る 
Vision3 に は デバ イス 専用 の GUI 
面 も 用 意 さ れ て いま す . デバ イス 専用 の GUI 画面 は , 


「 Peripheral」 二 Analog/Digital Converter」 を 選択 し て , 


A-D コ ン バ ー タ の 画面 を 表示 させ まず 図 8 の ⑧). 


レー タ を 用 いる と , A-D コ ン バ ー タ へ の 入力 信号 を 設 


90S 


節 定 し , 


計算 結果 を 確認 する こと が で きま す .「 Analog Inputs」 の 


ADC0 の ボッ クス に 


1.25 を 入力 し て み ま ず 図 8 の ⑨). 
これ で A-D 変 換 結果 を 電圧 値 と し て モニ タ す る こ 


と が で 


coo 


図 9 ハイ パー ター ミナ ル の 設定 


きる よう に な り ま す . コン バー タ の 変換 結果 は HEX 値 で 
ADCDAT レジスタ に 書き 込ま れ ま す . プロ グラ ム を 実 
征 Run) す る と , シリ アル 通信 の モニ タ 画面 に 1.2493 V] 
と 表示 され る の を 確認 で きま ず 図 8 の ⑨). 

次 に , ロジ ッ ク ・ ア ナラ イザ で LED を 駆動 し て いる 1/O 
ピン GPIO の P47) の 状態 を モニ タ し て み ま し ょ う .「 View」 
ゴゴ Logic Analyzer Window」 を 選択 する と , ロジ ッ ク ・ 
アナ ライ ザ が 起動 し まず 図 8 の ⑥ を 参照 、 ロジ ッ ク ・ ア 
ナラ イザ の ウィ ンド ウ が 表示 され る の で [ Setup .…] と い 
う ボ タン を クリ ッ ク し , 設定 を 行い ます . Setup Logic 
Analyzer ウ ィ ン ド ウ の New Insert) アイ コン を クリ ッ ク 
し , モニ タ す る レジ スタ 名 GP4DAT」 を タイ プ し た 後 , 
Display Type を | Bit」 に し ます . マス And Mask) と ビ 
ッ ト ・ シ フト ( Shit Right) を 図 8 の ⑩ の よう に 設定 し , 設 
定 を 終え た ら [ Close] ボタ ン を 押し ます . 

プロ グラ ム を 実行 する と P47 の 状態 が 描か れ ま ず Logic 
Analyzer ウ ィ ン ド ウ の ズー ム ・ ボ タン [ Im],[ Out], [ AH 
で 横 軸 を 調整 する ). P47 が タイ マ 割 り 込み に 同期 し て , 1 
秒 周期 で ON/OFF す る こと が わか り ま ず 図 8 の ⑪). 

4) 実機 に よる 動作 

最後 に , 作業 フォ ル 代 C\ADuC702x\code\DWM_ 
ADuC7026 コー ド \ ギ デジ タル 電圧 計 ) の demo.hex を 
ARMWSD で 付属 基板 に ダウ ン ロ ー ド し, 実際 に 動作 させ 
て み ま す . 前 述 の LED 点滅 プロ グラ ム の 場合 と 同じ 手順 で 
プロ グラ ム の ダウ ン ロ ー ド を 終え た ら , Windows の スタ 
ー ド 1 メニ ュー か | すべ て の プロ グラ ラム アデ アクセサリ 
二 通信 」 二 ハイ パー ター ミナ ル 」 を 選択 し , ター ミナ ル ・ 
ソフ トウ ェ ア を 起動 し ます . 次 に ター ミナ ル ・ ソ フト ウェ 
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ア の プロ パテ ィ で 接続 を 図 9 の よう に 設定 し ます . 

ハイ パー ター ミナ ル の 接続 設定 の 後 , 付属 基板 に ダウ ン 
ロー ド し た プロ グラ ム を 実行 する と , ADCO 端 子 の A-D 変 
換 結果 が 電圧 で 表示 され ます . A-D コ ン バ ー タ は 12 ビ ッ ト 
精度 1LSB = 610 V) な の で , 電圧 計 と し て の 誤差 は 0 て 
25V レ ンジ で 土 1mV 以下 で す . 


3. IAR Embedded Workbench 


Kickstart for ARM の 使い か た 


次 に , 統合 開発 環境 IAR Embedded Workbench Kick- 
start for ARM」 の 使い か た を 解説 し ます . ツー ル の イン ス 
トー ル を 行っ た 後 , ソフ ト ウェア を C 言 語 で 記述 し , コン 
パイ ル お よび ビル ド し ます . コン パイ ル し た プロ グラ ム は 
ARMWSD を 使っ て 付属 基板 に ダウ ン ロ ー ド し , 実 動作 を 
確認 し ます . 


信 イン スト ー ル 
IAR Embedded Workbench Kickstart for ARM の イ 


Design Wave Maggzine 2006March 67 


ewarmrks -430a-2.exe を 実行 較 


Product Registration 
IAR Embedded Workbench for ARM v4.30A, 32K Kickstart Edition 


When you have reQistered below, you will receive an e-mail containing information 
that is required to install the product Please make sure to spell your e-mail 


address correcty 
太字 の 項目 は 必須 図 


Licensel: 


State or Province: 

[Please select: 中 

『notin US.A_or Canada, skip this field. 
[unieg States 選 
Phone: [ 


ーーーーーーー 


Uicense Numnbe: 
Countrr 
License Key 


Fa 


用 Web サ イト ( 登録 後 , メー ル で URL が 通知 され る ) 図 


Registration Confirmed 
Thank you foryour registration ofthe product 
IAR Embedtded WorkbenclhTor ARMMv4.30A。 32K Kickstart EdWtioh 


Ifyou prefer, yOu can have 1he License Number and Key sent to you ly etmall 


When Installing he sofiware, YOu will be asked for a License Number anda 


License Key.Please use hese values: 、 
ーー ライセンス 番 号 が 記さ れ て いる 図 


I 
ライ セン ス : キー が 記さ れ て いる 呈 


ライ セン ス 番 号 と 図 
ライ セン ス ・ キ ー を , 図 
登録 し た アド レス に 較 
メー ル で 送る と き は , 図 
ここ を クリ ッ ク 較 


乙 


Emaik 
Company websites 
lyour company does not have a website,please erder "None" の Pi968f fe も Ice。 
図 10 IAR Embedded Workbench Kickstart for ARM の イン スト 一 ル 手 順 


ンス トー ル 手 順 を 図 10 に 示し ます . 

まず , 付属 CD-ROM の soft\adi\ADuC702xV1.0\IAR 
フォ ル ダ に ある ewarmr-ks-430a-2exe を 実行 し ます . 

メニ ュー 画面 が 表示 され た ら , 「 Install the IAR Embe- 
dded Workbench」 を クリ ッ ク し まず 図 10 の ①). 
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初め に ライ セン ス を 入手 し ます .「 Get a license」 を クリ 
ッ ク す る と IAR の Web サ イト に 接続 され まず 図 10 の ②). 
ここ で は , パソ コン が イン ター ネッ ト に 接続 され て いる 必 
要 が あり ます . Web ペー ジ が 表示 され た ら , ユー ザ 情 報 と 
有効 な E-mail アド レス を 登録 し まず 図 10 の ③). その 後 , 


) 但 属 和 
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層 IAR Embedded Workbench IDE 
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図 10 IAR Embedded Workbench Kickstart for ARM の イン スト 一 ル 手 順 つづ き ) 


登録 し た E-mail アド レス に 確認 の メー ル が 送ら れ て きま す . 
メー ル に は , 登録 確認 用 Web サ イト の URL が 記さ れ て い 
まず この メー ル を 受け 取っ て か ら 14 日 以内 に その URL で 

認 を 行う こと ). この Web サ イト で , ライ セン ス 番 号 と 
ライ セン ス ・ キ ー を 取得 し ます . 

ライ セン ス が 取得 で きた ら ,「 Install the IAR Embe- 
dded Workbench」 を クリ ッ ク し て イン スト 一 ル を 開始 し 
ます . 

ユー ザ 情 報 の 画面 で ライ セン ス 番 号 を 入力 し まず 図 10 
の ④). その 後 ラ イセ ンス ・ キ ー も 入力 し ます . 

Select Type of License Lock 画面 で は , デフ ォ ル ト の 
「 My computer」 を 選択 し ,[ Next >] ボ タン を クリ ッ ク し 
まず 図 10 の ⑤). この 後 , イン スト ー ル 先 と プロ グラ ム ・ 


フォ ル ダ の 登録 先 を 指定 し ます が , すべ て デフ ォ ル ト の ま 
ま に し て 進め て くだ さい . 

プロ グラ ム の イン スト ー ル が 終了 する と , IAR Embe- 
dded Workbench Kickstart for ARM が 自動 で 起動 し ま 
す . Windows の スタ ー ト 」 メ ニュ ー か ら 「 すべ て の プロ グ 
ラム 」 ゴ IAR Systems」 を 選択 し て も 起動 で きま す . 

起動 後 , スタ ー ト アッ プ 画 面 が 表示 され ます . あら か じ 
め ツ ー ル の セッ ト アッ プ を 行う 必要 が ある の で , ここ で は 
[ Cancel] ボタ ン を クリ ッ ク し まず 図 10 の ⑥). 

「 Tooll メ ニュ ー か ら 「 Configure Tools .」 を 選択 し ます . 
ConfigureTools ウ ィ ン ド ウ の New] ボタ ン を クリ ッ ク し , 
「 Menu Text」 の 欄 に ダウ ン ロ ー ダ の 名 まえ で ある 「 ARMW- 
SD」 を 入力 し ます . その 後 , [ Browse] ボタ ン を クリ ッ ク し , 
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図 11 IAR Embedded Workbench Kickstart for ARM の プロ ジェ クト の 作成 手順 


ARMWSD の パス C\ADuC702x\download\ARMWSD. 
exe を 指定 し まず 図 10 の ⑦). 同じ よう に PLA Tool も 登 
録 し て お きま す . 

「 File」 ゴ Open」 ゴ Workspace」 を 選択 し , ADuC 
702x 用 の サン プル ・ コ ー ド 集 を 開き まず 図 10 の ⑧). サン 
プル ・ コ ー ド は C:\ADuC702x\code\IAR Code Examples 
に あり ます .「 IAR Code Examples.eww」 を 選び , [ 開く ] 
ボタ ン を クリ ッ ク し まず 図 10 の ⑨). これ で , Workspace 
ウイ ンド ウ に サン プル ・ コード の プロ ジェ クト が 一 覧 で 表 
示さ れる よう に な り ま ず 図 10 の ⑩). 
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@ プロ ジェ クト の 作成 

まず , 設計 デー タ を 管理 する た め の プ ロジ ェクト を 作成 
し ます . 手順 を 図 11 に 示し ます . 

新規 プロ ジェ クト の 作成 の 場合 は ,「 Project」 ゴ Create 
New Prgject」 を 選択 し まず 図 11 の ①).「 Emmpty prgect」 
を 選び ,[ OK] ボ タン を クリ ッ ク し まず 図 11 の ②). 

プロ ジェ クト の 保存 先 を 指定 し ます . プロ ジェ クト の フ 
ァイル 名 を 「 Demo」 と し て , C:\ADuC702x\code\IAR 
Code Examples\Demo に 保存 し まず 図 11 の ③). 

Workspace け Demo」 と いう プロ ジェ クト が 追加 され ま 
す . 次 に , プロ ジェ クト に ソー ス ・ フ ァイル を 追加 し ます . 


(⑨ 上 4 IAR Embedded Workbench IDE 
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図 11 IAR Embedded Workbench Kickstart for ARM の プロ ジェ クト の 作成 手順 つづ き ) 


Workspace ウ ィ ン ド ウ の Demo」 の と ころ を 右 ク リッ ク 
し ,「 Add」 す Add Files」 を 選択 し まず 図 11 の ④). 

Demo フ ォ ル ダ に は あら か じ め , スタ ー ト アッ プ ・ ファ 
イル と ソー ス ・ コ ー ド が 用 意 さ れ て いま す . cstartup.s79 と 
potc を 選択 し て , [ 開く ] ボタ ン を クリ ッ ク し まず 図 11 
の ⑤). ここ で ファ イル の 種類 を | All Files( **)」 に し な い 
と , cstartup.s79 フ ァイル は 表示 され な い の で , 注意 し て 
くだ さい . 

次 に , オプ ショ ン の 設定 を 行い ます .「 Demo」 の と ころ 
を 右 ク リッ ク し て Option」 を 選択 し まず 図 11 の ⑥). 

オプ ショ ン 画 面 の 左 に ある Category 欄 か ら General 


Options を 選択 し ます . Target タ ブ の Processor variant」 
を Device」 に し て , 右 に ある ボタ ン か ら | Analog Devices」 


ゴ ADuC7026」 を 選択 し まず 図 11 の ⑦). 


今度 は Category 欄 か ら 「 Linker」 を 選択 し , Output タ ブ 


を 表示 させ ,「 Allow CSPY-specific extra output file」 に 
チェ ッ ク を 入れ まず 図 11 の ⑧). Extra Output タブ で は , 
「 Generate extra output fie」 に チェ ッ ク を 入れ ます . ファ 
イル の フォ ー マ ッ ト を | ImteLextended」 に し まず 図 11 の 


⑨). Config タブ で は , 「 Override default」 に チェ ッ ク を 入 


れ ま ず 図 11 の ⑩). そし て [| ..] ボ タン で リン カ ・ コ マン 
ド ・ フ ァイル を 指定 し まず 図 11 の ⑪). ファ イル は C:\ 
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プア イル の 種類 ① [clFies excD _ 避 
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Program Files\IAR Systems\Embedded Workbench40 
Kickstart\arm\src\examples\AnalogDevices\ADuC 
7000_series\RequiredFiles の フォ ル ダ に あり , ROM モニ 
タ を 使う 場合 は ADI702x_FLASH_Usimg_Monitorxcl を 指 
定 し まず ROM モニ タ を 使わ な い 場 合 は ADI702x_FLASH_ 
Standalonexcl を 指定 ). さら に 「 Override default pro- 
gram entry」 に も チェ ッ ク を 入れ まず 図 11 の ⑩). 
続い て , デバ ッ ガ の 設定 を 行い ます . Category 欄 か 
ら 「 Debugger」 を 選択 し , Setup タ ブ の Driver」 で IAR 
ROM-monitor」 を 選び ,「 Override default」 に チェ ッ ク を 入 
れ ま 図 11 の ⑫). 
最後 に ROM モニ タ の 設定 を 行い ます . Category 欄 か ら 
「 IAR ROM-monitor」 を 選択 し ます .「 Communication」 で 
「 Serial RS232」 を チェ ッ ク し ,「 Baud Rate」 を 115200」 に 
設定 し まず 図 11 の ⑱⑬).[ OK] ボ タン を クリ ッ ク し て , プ 
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ロジ ェクト の オプ ショ ン 設 定 は 完了 し ます . 
る ソー ス ・ フ ァイル の 登録 と コン パイ ル 

作成 し た プロ ダ ェ クト に ツー ス ・ コード を 登録 し 。 コ ン 
パイ ル を 行い ます . 

Workspace ウ ィ ン ド ウ に 表示 され た potc を ダブ ルク リ 
ッ ク す る と , ソー ス ・ フ ァイル が 表示 され まず 図 12). 

「 Progject」 ゴ Compile」 で コン パイ ラ を 実行 し ます . エ 
ラー が な けれ ば ぱ , 「 Proiect」 づ Make」 で オブ ジェ クト ・ コ 
ー ド を 作成 し ます . Make 後 , 二 つ の ファ イル が プロ ジェ 
クト の ロー カル ・ フ ォ ル ダ の Debug\exe フ ォ ル ダ に 生成 
され ます . 生成 され た ファ イル は , demo.d79 と demoa79 
で す . *.a79 と いう ファ イル は , 先ほど リン カ の エキ スト 
ラ ・ フ ァイル 出力 で 指定 し た HEX 形式 で ある た め , ファ 
イル の 拡張 子 を hex に 変更 し て お きま す . 


語 / 
和 | カ 、」 


特 集 め の 2 の AE の EFD 


『 IAR Embedded Workbench IDE 
kmーー テ テーマ っ pre 


ADCCOM = DX6&3 ぁ 
while (!ADCSTA) () 
DAC1DAT = ADCDAT> 
} 


ノ / so 了 heagre COgP。。 312 の 1@ーG2Ged。 ご の 
ノ / fg エ と を or ed の Co2PerS エ の 2 
ノン resa2t 了 ozmat Ss ェ det エ Ca】 ず o ァ 7 


) 


void ADCpoweron(3mt time) 
{ 
丘 Output ADCCON = Ox620z ノン powez-og 
IntermuptBlink- Deb.. マッ ノ / gi も or 


IMultinterrup- Debug マ 


3 fle(s) deleted. 
Updating build tree.… 


Total number af errors: 0 
Total number ofwamings: 0 


図 12 
IAR Embedded Workbench Kickstart for 
ARM の プロ ジェ クト へ の コン パイ ル 


ツ 補 


口 還 IAR Cads Fyamnla< 


図 13 ヒレ し し 


IAR Embedded Workbench Kickstart 
for ARM か ら の ダウ ン ロ ー ド 


⑯ ソフ トウ ェ ア の デバ イス へ の 書き 込み 

生成 され た ROM イ メー ジ の ダウ ン ロ ー ド を 行い ます . 
7 で 示し た 手順 の ほか , IAR Embedded Workbench Kick- 
start for ARM では, メニ ュー か ら ダ ウン ロー ダ を 起動 で 
きま す . 

「 Tool」 づ ARMWSD」 を 選択 する と , ARMWSD が 起 
動 し まず 図 13). ARMWSD の 使い か た は , 7 と 同じ 
で す . [ Browse] ボタ ン を クリ ッ ク し , Make で 作成 し た 
DemohexX Demo.a79 の 拡張 子 を 変更 し た ファ イル ) を 選 
び ま す . 

ADuC7026 を ダウ ン ロ ー ド ・ モ ー ド に セッ ト し , [ Start] 
ボタ ン を クリ ッ ク す る と , ダウ ン ロ ー ド が 開始 され ます . 
ダウ ン ロ ー ド 完了 後 , ADuC7026 を リセ ッ ト する SW1 を 
押す ) と プロ グラ ム を 実行 し ます . 今回 の デモ で は , ADCO0 

電圧 が DAC0 に 出力 され ます . 


⑱ ソー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ 
IAR Embedded Workbench Kickstart for ARM で は , 
JTAG 経由 , シミ ュ レ ー タ , ROM モニ タ の いずれ か に よ 
っ て ソー ス ・ レ ベル ・ デ バッ グ が 行え ます . JTAG 経由 の 
デバ ッ グ に は JTAG エミ ュ レ ー% mIDAS-Link な ど ) が 必 
要 で す . 
ここ で は ROM モニ タ を 使っ た 実機 に よる デバ ッ グ に つ 
いて 説明 し ます . 図 14 に 手順 を 示し ます . 

まず ,「 Too」 ゴ ARMWSD」 を 選択 し て ARMWSD を 

起動 し ます . ADuC7026 を ダウンロー ド ・ モ ー ド に し て 
ROM モニ タ ADIRomMonitorhex を ダウ ン ロ ー ド し ます 
( 図 14 の ①). ROM モニ タ は ADuC702x\code\IAR code 

Examples\Required Files デ ィ レ クト リ に あり ます . 

ROM モニ タ を ダウ ン ロ ー ド し た 後 , か な ら ず ADuC7026 

を り セッ ト し , モニタ ・ プロ グラ ム を 案 行 し て お きま す . 
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人 MARMwSD 思 回 四 | Toggle Breakpoint ア イコ ン 


File to download 


Eie Ed Ve Project Debug Disassembly Tools Wjndow Hep 5 計 
I ロ 珍 回 硬 人 @|! 旦 候 ら cl 、、 yy ゃ = : 記 愛 - 文 】 四 包 :E: を 2 < 
| 多用 あ 用 用 少 | 名 | 3 


ェ ュ nt jmain (Yo1d) 
{ 


ドコ 』DCpo Font ED り 91 
Bink- Deb. ン ノン DC sag DAC cogfzguratrop 90981268 Hi 
DacSine -. マ ADCpoweron(30000) ノ / poeez oi _0008170A F826 
Demo-. マソ ADCCP = Ox00z // cogperszoz op 2 1 ェ = 0 
回 InteruptBli.。 マ 必 DAC1COW = Oz [ ノ / AGND-AVDD yange 0008170E 2100 
陣 Multinteru.。 マ REFCOM = Ox01z ノ / rtezzza】 2.5V ze 00081710 6001 


DAC1CON = nx1 
00081714 2113 
0081716 6001 


wi1e (」) 


ア / so ぞ と tea デア CO2P。/ 
Wine (!ADCSTA) () ノ / tee を oz ed o そ 
DAC1DAT = ADCDAT> // reS82 も 了 ozat 18 
} 


0008171A 2101 
90084 は 6001 


CON = Ox6A3 


00081720 4909 
00081722 6 


Yod ADCpoweron(1nt time) 


| Messages 
Building configuration: Demo - Debug 
Updating build tree.… 


Configuration is up-to-date. 


File Edit View Project Debus Disasssmby Tooks Hebp 
I ロ ほ 回 硬 旬 ! 中 下 に と | YS と 図 あ 包 全 | 展 喝 衣 る | 短 | 
| どど ジル ジジ あろ 少 名 


00081208 480C_ ー BeEG 

= Ox000006A0 

90081208 000 ADCCP = 0x00000000 

= ツ ADCCH = Ox00000001 

Blink - Deb. っ // 4DC ad DAC Co2 ぞ oura も ro ADCSTA = Ox00000000 

DacSine -. マ ADCpoweron(30000) > 0Q008170E 2100 ADCDAT = Ox07470000 

Demo-.… ン ADCCP = ox00z 00081710 6001 ADCRST = Ox00000000 

InteruptBli. マ DAC1COW = 0x13 ぅ DaC1CON = Ox1 ADCGN = Ox00000200 
00081712 480B 

Multinterru.. マ REFCOM = Ox01z 00081714 2113 ADCOF 0x00000200 


0 


00081718 480a 
0008171A 2101 
0008171C 6001 


ADCCON = Ox6A3 


00081720 4909 
00081722 6001 


yhile (|ADCSTA) 


00081726 6800 
00081728 2800 


_0008172A DOFB =| 
ょ 


wile (」) 
{ 


Fe 


DAC1DAT = ADCDAT: 
} 


N 


レジ スタ の 内 容 図 


引 


Yoid ADCpoweron(1mt time) 


00080000 pe59EEO18 e59fE0O18 e59EEO18 e59fE018 
00080010 e59fEO18 b8a06f60 e59ff014 e59fEE014 
00080020 000807fc 00080520 00010008 0001000c メモ リ の 内 容 団 
00080030 000806dc 0008063c 0001001C EEEEEEEE 谷 

00080040 000804ac 000804ac 000804ac 000804a8 
Tnnannsn nnn84an ffffffff am59ff3an 59ff3a ロ 


2 府 人 補 ーーーーーーーー ーー ーーーーーーーー ーー 


図 14 
IAR Embedded Workbench Kickstart 
for ARM に よる ソー ス ・ コ ー ド ・ デ バッ グ 


の 手順 Pos 00o80003 | NUMIOVR と 

次 Prggect」 ゴ Debug」 で デバ ッ グ ・ セ ッ シ ョ ン を 開 で 表示 され まず 図 14 の ③). Register ウィン ドウ で ADC 
始 し ます . ブレ ー ク ポイ ント は Toggle Breakpoint アイ コ を 選択 する と , AD コン バー タ の レジ スタ を 表示 で き 
ン を クリ ッ ク し て 設定 し ま ボ 図 14 の ②). ます . 


ADuC7026 が 内 蔵 す る 周辺 1{/O は View」 ゴ Register」 
で , フラ ッシュ ・ メ モリ や RAM View」 ゴ Memory」 
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総力 


を 條 っ 江 
特集 議 開発 5 ドリ 以 履 


②| 相 回 に | 
Chanes Tereet Hep 
og pyei View ]| PLA Blbck 0 | PLA Block 1 | Outouts Confieuration | Bock 0 Fnal Crcut | Book 1 Fal Crcui | 


① 路 Deyice Selection | 


ANALOG 
DEVICES 


ADuC 7000Series 
PLA Tool v2.2 


Please select a device 


IADuC7026 記 
cecsl | 


| 
DEVICES ADuC7026 Programmable Logic Array 


7 も ApCrrtrOL_uuopososo=o=os 。 ロ la 
File Generate ClearSelections Decode ChangeTarget Help 
Top Level View PLA Block 0 | PLA Block 1 | Outputs Configuration | Block 0 Fal Crcuit | Block 1 Final Ccut | 


ADuC7026 Programmable Logic Array 


Feedback from Output E1S 


図 へ 召 > ツー ぇ S 堂 


Bit 0 と P1.0 の 線 に マウ ス ・ バイ パス の 線 に マウ ス ・ 較 
カー ソル を 当て て クリ ッ ク カー ソル を 当て て クリ ッ ク 


Element 0 


図 15 PLA Tool の 使い か た 


で きま す . PLA の 設計 に は 専用 の PLA Tool を 使用 し ます . 
ここ で は , PLA Tool の 使い か た に つい て 説明 し ます . 
ブロ ッ ク 0 の 2 個 の エレ メン ト を PLA Tool を 使っ て 設 


4. PLA 設 計 ツ ー ル の 使い か た 


ADuC7000 シ リー ズ は 8 エレ メン ト ( Element), 2 ブロ 定 し , C 言 語 と アセ ン ブ リ 言語 の コー ド を 生成 し ます . 手 
ッ ク ( Block) 構成 の プロ グラ マブ ル ・ ロ ジッ ク ・ ア レイ 順 を 図 15 に 示し ます . 
( PLA) を 内 蔵 し て お り , 合計 16 エレ メン ト を 使う こと が Windows の スタ ー ト 」 メ ニュ ー か ら 「 すべ て の プロ グラ 
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の ) 


孤 代 ApuC PLA TOOI 


oe Subotore poo Choos Tpeet 
Top Level View PLA Block 0 | PLA Block 1 | Outputs Configuration | Block 0 Fnal Crrcuit | Block 1 Fnal Crcut | 


ADuC7026 Programmable Logic Array 


15 PLA Tool の 使い か が つづ き ) 


ム 」 ゴ ADuC702x」 ゴ PLA Tool」 を 選択 し , PLA Tool 
を 起動 し ます . 

デバ イス 選択 画面 が 表示 され ます . ADuC7026 を 選択 し , 
[ OK] を クリ ッ ク し ま ポ 図 15 の ①). 

PLA の 全体 図 が 表示 され ま す . 今回 は Block 0 を 使う の 
ず Block 0] を クリ ッ ク し まず 図 15 の ②③). 

マウ ス を 使っ て , 各 エ レ メ ン ト の マル チ プ レク サ に 入力 
する 信号 を 選択 し て いき まず 図 15 の ③). 

Element 0 に 対し て は , PLADIN レ ジス タ の Bit 0 の 信 
号 と GPIO の P1.0 を 選択 し ます . 線 の 上 を クリ ッ ク す る と 
赤く なり, 選択 され た こと に な り ま す . 線 が 細い た め , 少 
し ずれ て いる と 赤く 変わ ら な い の で 注意 し て くだ さい . ル 
ッ ク ア ッ プ ・ テ ー ブ プ ブル Element 0 の 中 央 の 四角 ) の プル ダ 
ウン ・ メ ニュ ー か ら 「 AND」 を 選択 し ます . Element 0 の 
フリ ッ プ フロ ッ プ は バイ パス ズ フリ ッ プ フロ ッ プ を 通ら な 
い 配 線 ) で ず 図 15 の ④). 

Element 1 に 対し て , Element 0 EO) の 出力 と GPIO の 
P1.1 を 選択 し , ルッ クア ッ プ ・ テ ー ブ ル ば EXOR」 を 選択 
し ます . Element 1 は フリ ッ プ フロ ッ プ を 利用 し ます . フ 
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リッ プ フ ロ ッ プ の クロ ッ ク は Timer 1 を 選択 し ます . Timer 
1 の すぐ 横 の 配線 を クリ ッ ク す る と , 緑色 に 変わ り ま す . 

Outputs Configuration の タブ を クリ ッ ク し ます . ここ で 
各 エ エレメント の 出力 を GPIO に 出力 する こと が で きま す . だ 
だ し , CPU か ら は PLADOUT レジ スタ 経 旧 AMBA バス ) 
で 全 16 エ レ メ ン ト の 出力 を モニ タ で きる た め , ここ で の 
GPIO 設定 は か な ら ず し も 必要 あり ませ ん . 外部 デバ イス 
を 制御 する 場合 に 利用 し ます .「 GPIO Output Pins」 で 対 
応 す る ボッ クス に チェ ッ ク を 入れ る と , GPIO へ の 出力 が 
有効 に な り ま す . ここ で は Element 1 の 出力 を P04 に 反映 
させ る よう に し まし が 図 15 の ⑤). PLA の 割り 込み 要因 
と し て , PLAIRQO と PLAIRQ1 を 利用 で きま す . ここ で 
は Element 1 の 出力 を PLAIRQO へ 接続 し まし 図 15 の 
⑥). エレ メン ト の 出力 を AD 変換 の 開始 トリ ガ に 使う こ 
と も で きま ず 図 15 の ⑦). A-D 変 換 開始 信号 は 負 論 理 な 
の で , 必要 に 応じ て EXOR を EXNOR に し ます . 

Block 0 Final Circuit タ ブ を クリ ッ ク す る と , Block 0 の 
最終 回 路 図 が 表示 され まず 図 15 の ⑧). 問題 が な けれ ば 
これ で 設定 は 終了 で す . 


GPIO Output Pins 


r Block0 


Elem0 P17 


Cilcg to enable the required GPIO pn 
Elem2 PO5 
Elem3 PO.5 
Elem4 P07 
Elem5 P2.0 
Elem6 P2.1 
Flem7 P22 


性 帳 固 要 有 同 (回 


! 


で 


Top Level View | PLA Block 0 | PLA Block 1 Outputs Confieuration | Bock 0 Fnal Cwcut | Block 1 Final( 


SPDTsc 環 ii 


Input fom AMBA bit 


Input fom GPIO P1.0 


Input from ED 


Input from GPIO P1.1 


PLA Block 0 Final Circuit 


1g IRQO 


ーーーーーーーーー Outputs Confieuration | Block 0 Fal Cwcuit | Block 1 Final Crrcuit | 


Clear ADC start | 


IRQ0 
Block0 
Elem 0 
Elem 1 
Elem 2 
Elem 3 
Elem4 
Elem5 
Elem6 
Elem7 
Bleck 1 IRQ 0 signal 
Elem8 
Elem9 
Elem 10 
Elem 11 Geerate Clear Selections Decode ChaneeTareet Hep 
Elem 12 
Elem 13 
Elem 14 ADC st_conv 
Elem 15 
Block0 
ーー Elem0 
Elem 1 
Elem2 
Elem 3 
Elem 4 
Elem$ 
Elem6 
Elem7 
Block 1 一 
Elem8 
Elem9 
Elem 10 
Elem 11 
Elem 42 
Elem 13 
Elem 14 
Elem 15 
図 15 
PLA Tool の 使い か が つづ き ) ⑦ 


「 Generate」 ゴ Register Values」 を 選 


択 する と , 


PLA 


Memory Mapped Register Values 画面 が 表示 され ます . 


( 図 15 の ⑨). ユー ザ ・ プ ログ ラム で Element 0 に 
OX6C を 書き 込め ば よい こ 


Element 1 に 


各 エ レ メ ン ト の レジ スタ 設定 値 が 16 進 数 で 表示 され ます 


Og31, 


と が わか り ま す . 


Clock Source, ADC and IRQ registers タ ブ で は , ク 


ロッ ク ・ ソ ー ス と AD 変換 トリ ガ ・ ソ ー ス , IRQ ソ 


ー ス を 


認 で きま ず 図 15 の ⑩). 
「 Generate Code」 を 選択 する と , アセ ン ブ リ ・ 
C ソ ー ス ・ コ ー ド が 生成 され まず 図 15 の ⑪). 


lo ADC st co 
1o GPIO PO0.4 


コー ド と 
これ を ユー 


ザ ・ プ ログ ラム に カッ ト ・ ア ンド ・ ペースト し て 使い ます . 


まつ ぞ え ・ の ぶ ひ ろ 
アナ ログ ・ デ バイ セ ズ 株 ) 
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陣 伝 ADuC PLA Tool - Reeister Window 
enerate Code 
[PLA Block 0] PLA Block 1 | Clpck Source. ADC and IRQ registers | 


PLA emo/y /apped Reg/S7er Vag/ues 


Block0 
Bits 。 、NotUsed | MO | Mx1 | AMBAMux2 | GPIOMx3 | LUT | ORMNx HexVale 
|BitNumbers | 31-11 | 09 87 6 5 。 上 上 4324 9 上 
Element0 | xc | oo | oo 9 1 | oo | 1 | poos1 
Element1 。 xx | oo | oo 1 1 | ot0 目 9e Ox006C 
Eiement2 | xx 。 | oo | oo 9 0 | oooo | o | mxoooo 
Element3 | xx | oo | oo 9 0 | ooo | o Ox0o00 
Element4 xc 00 | oo 9 | oooo o Ox000o 
Element5 | xx | oo | oo 0 | oo | o | ooo 
| Elemente | sc oo | oo oo 9 0 | o Ox0000 
| Element7 | xx | oo oo 9 ロロ | oo 上 | 9 Ox0000 
話 ADuC PLA Tool - Codewindow 1| 
ー clese | Fle Cepy 
PLA Tool Code Window 
1 ば Winclude "ADuC7026.h" 


PLA Blck 0| PLA Blck 1 


id plalniialize() 


PLA Memo/y 人 Mapped Reg/S7er Va/ues 


が Configure Port Pins for PLA mode 
| ms | motused | Block1ClockSrc | res. | BlockOclockSrc | H GP1CON = 0x0033: 
| BitNumbers | 317 | 64 関 2 罰 | 20 | 
| clk Souree | so 敵国 要 恒 5 が | 101 | 7 Configure individual elements 
PLAELM0 = Dx0031: 
Bits | motused | ADCStComvEn | ADCStComvSrc | HexValue NRNLEMNAU2 
BitNumbers | 315 4 | 3.0 | 
| ADCSRC | se | 1 | 0001 | mxoo11 7#CIk Source configuration 
PLACLK = Ox0005】 
| Bits 。 rowused |IRotEmable | IRO1src rsvd |IRQOEnable | IROOSrc コ 


男 還 還 較 | xc | c | em | | < | s 
| IRQSRC xso 9 0o0 。 oo0 1 | 0o1 


Close 


人 ⑩ 


15 PLA Tool の 使い か が つづ き ) 
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